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研究成果の概要（和文）：本研究の検討材料に、フルオレン環とビチオフェンを主鎖上で共重合させたアキラル高分子
(PF8T2)を用いた。約1μm程度の粒子状PF8T2に対してフォトニックスピンの注入と閉込効果により鏡像対称性の破れが
効果的に起こることを実験的に示した。円偏光のみでPF8T2凝集体から非 常に強い光学活性の発生、光学活性のラセミ
化、光学活性の反転、光学活性の長期保持特性が完全制御できた。また円偏光発光性も付与することに成功した。物理
的不斉源として円偏光の持つスピン特性の重要性を認識した。化学的不斉源がなくても、フォトクロミックな部位がな
くても円偏光の照射のみで不斉の発生と制御ができることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The circularly polarised light (CPL)-pumped mirror symmetry breaking experiment wi
th achiral fluorene-alt-biothiphene copolymer (PF8T2) as polymer particles dispersed in poorer organic sol
vents was demonstrated. CPL-pumped chiroptical generation, racemisation, inversion and retention were effe
ctively achieved by finely tuning the media and the wavelength, pumping time. Additionally, circularly pol
arized luminescence by the PF8T2 particles with quantum efficiency of ca 0.1 were observed. For comparison
, no CPL-induced optical activity of PF8T2 in solution was detected under similar conditions.
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１.研究開始当初の背景 
1920 年代に Kuhn が円偏光を用いた絶対不斉

合成の可能性を言及した。1970年代にKagan、

Calvin がヘキサヘリセンの円偏光合成(2%ee)

に成功し、その概念を実証した。これを契機

に円偏光を物理的不斉源とした絶対不斉合

成の機運が近年高まっている。例えば , 

Feringa, Inoue, Soai, Takezoe, Watanabe, 

Iwamoto らは、円偏光の直接励起による光学

活性な分子、超分子、液晶、高分子の発生を

報告している。Rikken と Raupach は超強磁場

（15T）印加下、金属錯体（ラセミ体）の禁

制遷移帯に自然光照射により絶対不斉光分

解(光学収率 0.01％ee)に成功した。しかしな

がらこれらに例示されるように、単なる円偏

光照射や超強磁場印加のみでは光学収率は

極めて低い。実用的な光学純度を得るには、

量子光物理・光化学を融合させた不斉発生・

増幅・固定化機構による革新的な光不斉合成

手法の概念を提示・実証が求められている。 
 
２.研究の目的 
円偏光励起による光学活性な分子、金属錯体、

超分子、液晶、高分子の生成が報告されている

が光学収率が 0.01−2％とかなり低い。本研究は、

(1)スピロ構造を持つ光学不活性フォトクロミック

分子（ラセミ体）をキラル溶媒とともに直径数μm

の微小球とし、(2)微小球の特徴である光閉込効

果と円偏光励起異性化・熱的戻り反応の可逆性

を利用して 100％ee の光学異性体を発生させる。

本概念が実証されたならば、実用的な不斉光

合成反応へ新たな道を開くことができる。 
 
３．研究の方法 
フォトクロミック高分子やノンフォトクロ

ミック高分子からなる直径数 μm 程度の凝集

体に円偏光を物理的不斉源とし、CD 分光法

や CPL 分光法により光学活性の発生、消失、

反転、固定を実現する。構造は SEM、TEM、

DLS、GPC、蛍光顕微鏡観察などで同定する。 
 
４．研究成果 

1920年代にKuhnが円偏光(CPL)を用いた絶対

不斉合成の可能性を言及し、1970年代になっ

て Kagan, Calvinがヘキサヘリセンの円 偏 光 

合成(2%ee)により実証した。近年, CPL励起に

よる光学活性分子、金属錯体、超分子、液

晶、高分子の生成が報告されているが光学活 

性収率は低く、RikkenとRaupachが報告した金

属錯体(ラセミ体)の不斉光分解では、静磁場

印加、自然光照射で0.01%eeであった。そこで 

(1)光異性化する光学不活性フルオレン-アゾ

ベンゼン交互コポリマー(F8AZO, 

Macromolecules, 44, 5105-5111 (2010))と(2)光

異性化しない光学不活性フルオレン-ビチオ

フェン交互コポリマー(F8T2)の凝集体を良溶

媒-貧溶媒に分散させて、円偏光照射効果を検

討した。その結果、希薄溶液中では光学活性

の発現は認められなかったが、凝集体に対す

る円偏光効果(波長、円偏光度、照射時間)、溶

媒効果から、F8AZO/ F8T2凝集体から非常に

強い光学活性の発生、光学活性のラセミ化、

光学活性の反転、光学活性の長期保持(少なく

とも2週間以上)が円偏光のみで完全制御でき

た。溶媒分子の直鎖・分岐鎖構造および屈折

率制御が重要との知見を得た。円偏光は±hの

スピン成分を有しており、フォトニックスピ

ンの光閉込効果により鏡像対称性の破れと保

持が完全に制御できた。1920年代にオパーリ

ン は  コアセルベート仮説を提唱していたが

現在では殆ど忘れ去られている。本実験から

は μmサイズの粒子に対してフォトニックス

ピンの注入と閉込効果が有効に作用し、非平

衡熱力学効果により鏡像対称性の破れが効果

的に起こったものと考えた。 
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